
～はしがき～

本論文集は 4部から構成されています。

第 1部は、修士論文の要旨と参考文献です。テレホン人生相談の談話構造を分析 した論文です。

第 2部 は、「コミュニケーション論演習」卒業生 11名 の卒業論文要旨と参考文献 リス トです。会話分析、

日英語の会話スタイルの比較研究、非言語行動研究、雑誌、広告、LttC、 歌詞などメディア研究、商品の

パッケージ研究、ビジネスカタカナ語研究などバラエティ豊かな研究が出そろいました。実際に収集 した

データに基づいて論を進めているので、どの論文にも興味深い発見があり、楽しく読むことが出来ました。

それぞれの道でのご活躍を期待 しています。

第 3部は 3年生の個人研究論文です。こちらも個性豊かな面々の個性豊かな研究成果です。これを乗 り

越えれば卒業論文の準備は万端です。これからも互いに学びあいながら卒業論文を作成 していきましょう。

第 3部は、2年生のグループ研究論文です。時間がない中で、データを丁寧に適切に分析することの難

しさに面倒だなあと思つたこともあると思います。この経験が 3年生以降の研究に必ず活きてきます。さ

らにレベルアップした研究を進めていきましょう。
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